
【基本施策を推進する実施計画の事務事業】
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関連事業
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1 ○
麒麟のまち創生推進
事業費

「因幡・但馬麒麟のまち連携
中枢都市圏」の構成町との連
携により、人口減少・少子高
齢社会にあっても、持続可能
で魅力ある圏域の形成・発展
に取り組む。

・麒麟のまち創生戦略会議の開催　3回
・連携中枢都市圏ビジョン懇談会の開催　3
回
・麒麟のまちエリアプロモーションの実施
　（圏域各地域の季節毎の魅力を発信する
広報紙を夏、秋、冬号の各15,000部発
行。）

令和５年度から開始した「第2期因幡・但馬
麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョン」に基
づき、麒麟のまち圏域の一体的な発展を目
指し、圏域市町で連携して取組を進める。

企画推
進部

政策企画
課

71

2
鳥取・岡山県境連携
推進協議会負担金

鳥取・岡山両県の県境に位置
する自治体で連携し、共有す
る課題や目標について、調査
研究や関係機関等に対する要
望等を行う。

鳥取・岡山県境連携推進協議会への参加
・総会、会議等への出席（書面開催）
・岡山県・鳥取県両知事への要望

今後も社会情勢に注視し、周辺住民の生活
におけるニーズや問題点などを見据えなが
ら、引き続き鳥取・岡山県境に位置する自
治体で連携し、関係機関への要望活動等を
行っていく。

企画推
進部

政策企画
課

-

3 ○
（再掲）広域観光開
拓・推進事業費

本市を含む麒麟のまち圏域１
市６町が連携し、地域連携
DMO「麒麟のまち観光局」の
運営や活動に対して支援を行
い、圏域への誘客や観光消費
額の拡大による地域経済の活
性化を図る。

・圏域内周遊促進を目的としたインスタグ
ラム投稿キャンペーン事業を実施
　投稿数439件
・観光情報連携（鳥取市観光サイトへ6町情
報を掲載）令和4年7月から公開開始
・勉強会（ウェブマスター会議）の実施
　令和4年7月6日以降7回開催
・「食」に関するコンテンツ強化
　Googleプロフィールへ156店舗が登録
・DMO独自アンケートの実施マーケティン
グ分析
　回答総数2,714件
・山陰海岸ジオパークエリアを管轄する3つ
のDMOが連携し行う周遊ルートの造成や販
売、ウェブサイト制作
　造成・販売数21本、集客実績1,800人

鳥取砂丘のみの観光に留まる通過型観光か
ら滞在型観光への転換とアフターコロナに
おける観光需要の早期回復をめざし、観光
マーケティング分析の精確性向上と効果的
な販売促進を行うための観光DX導入に取り
組むことで、誘客促進と域内宿泊割合の向
上を図り、観光消費額の拡大につなげてい
く。

経済観
光部

観光・ジ
オパーク
推進課

202

4 ○
（再掲）農産物販路
拡大支援事業費

麒麟のまち関西情報発信拠点
と連携してマルシェや商談会
等を開催し、農林水産物等を
広域的にＰＲすることで、因
幡圏域の知名度の向上と新た
な販路開拓を図る。

・マルシェの開催　 　13件
（うち、コロナ交付金分　９件）
・商談事業の実施　　 31回

（株）地域商社とっとり等と連携した商談
会の開催や催事等への出展により新たな販
路開拓を継続して行うとともに、首都圏へ
の展開やこれまでの事業で得た関西圏等の
ニーズを産地にフィードバックし、産地化
への取組を更に推進していく。

企画推
進部

農政企画
課

209
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5 ○

（再掲）広域観光開
拓・推進事業費（コ
ロナ克服・新時代開
拓臨時交付金）

圏域の観光体験コンテンツ等
をウェブを活用して販売強化
することで、観光消費拡大に
よる圏域の活性化を図る。

・キャンペーン実施に伴う宣伝広告
　アソビューを通じた割引販売キャンペー
ンを展開
・観光体験コンテンツの割引販売
　第1弾：7/1～　  販売実績1,146件
　第2弾：7/25～　販売実績174件
　第3弾：10/20～ 販売実績1,107件

圏域内の体験コンテンツには地域や季節に
偏りがあることから、さらなる充実に向け
て麒麟のまち観光局が主体的に開発支援を
行う。特に、滞在型観光に直結する早朝や
夜間のコンテンツ開発に注力する。

経済観
光部

観光・ジ
オパーク
推進課

352

6 ○
（再掲）高度物流シ
ステム構築支援事業
費

農産物のトレーサビリティの
提供や、ＥＣサイト機能、海
外への輸出等も見据えた利便
性の高いシステムの構築を支
援し、受発注作業の効率化
や、取引数量・取引高の増加
による農業所得の向上などを
図る。

・高度物流システムの構築　１件
・2t保冷車の購入支援　１件

導入を支援した高度物流システムや保冷車
両を活用し、生産から消費までのトレーサ
ビリティや出荷時期・規格等の正確な情報
の共有化、個人間取引も可能となる本市独
自の物流DXを確立するとともに６次化マッ
チングを積極的に推進していくことによ
り、大消費地での販路拡大による農業所得
の向上と、持続可能な農業生産の実現につ
ながる取り組みを行う必要がある。

農林水
産部

農政企画
課

213


